第5回運営委員会への提案

7月21日（金）運営企画G

出席:6名など

1.　7月13日全体会、第1回策定会議（班討議）結果について

（1） 班別の実質討議時間は約40分で、新しい班構成員各自の意見表明がやっとであり、相互理解の討議時間がとれなかった。

（2） ６つの班の各会議概要は事務局による（次回全体会配布）。

（3） 班討議された内容の概略

1. 自治基本条例そのものの理解、認識にかなりの差

2. 今、何故自治基本条例が必要なのか、の疑問と認識を一本化する意義

3. 自治基本条例の定義を自らしている人たちがいる

4. 一部の人だけが理解し、作るものでは。一般の人が分かり必要性、メリットを感じ守らせるものであるとするもの

5. 市民が行政（あるいは議会）とのかかわりで、参加・役割・協働について多くの不満、問題意識をもっている

6. 市民と行政都議会、それぞれの関係・役割・任務を見えるようにしたい

7. 鎌倉独自性、オリジナリティと他自治体の類似性の問題

8. 個別問題毎の､市民：行政　対応（もぐらたたき）から共通的基本的対応可能なルール、仕組みを

2. 次回全体会、班討議への提案

（1） 次回も同じテーマ「自治基本条例とは何か」を継続して討議する。

（2） 班討議スタート前に、「いま、何故必要か」を問いかける。とくに、「住民自治にかかわるお互いの経験を紹介すること」の問いかけをする。

（3） 情報、資料の準備について　次回および以降の討議に有効である情報や資料を提供する。児島委員作成の「何故自治基本条例が必要か」を運営委員会として次回全員配布することを提案する。また、学習グループにたいして、参考図書紹介および短文の解説資料配布の準備を依頼したい。

（4） 班長、副班長の選出はさらに延期する。

（5） 班討議時間の確保

3. 今後の課題

（1） 次々回以降のテーマは見直す必要がないか？次々回テーマの予告は？

（2） 班長会と現「運営企画グループ」との関係をどうするか？

（3） 其の他
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